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DMG 森精機株式会社 
〒135-0052 東京都江東区潮見 2-3-23 

Tel.: 03-6758-5900 

2026 年８月４日 

DMG 森精機株式会社 
・受注好調持続。上半期連結受注は前年同期比 34.8%増。年度の受注、売上、利益見通しを第１四半期に続き再度増額修正 

・産業関連の中長期設備投資計画から、当社の中期受注及び収益回復確度が高まりつつある。2028 年度には過去ピーク利益を更新する見通し 

 

[2026 年度上半期(1-6 月)決算概要］ 

連結受注額は 3,352 億円となり、前年同期(2025 年 1-6 月)比 34.8%増となりました。四半期ベースの連結受注は、第１四半期(2026

年 1-3 月)の 1,554 億円(前年同期比：28.8%増)から第２四半期(2026 年 4-6 月)は 1,798 億円(同 40.5%増)とさらに大きく増加し

ました。当社の MX 戦略が順調に市場に浸透しているのに加え、BX(ベーシック)機も前年同期比ほぼ倍増と競争力を取り戻してい

ます。機械受注の平均単価は 81.8 百万円(2025 年度：79.6 百万円)と高い水準を維持しています。MRO(メンテナンス、リペア、

オーバーホール)・スペアパーツ・エンジニアリング事業の受注も前年同期比 23.3%増と順調に成長しています。地域別受注は、

グローバル全地域とも好調に推移しました。産業別受注は、航空、宇宙、防衛、メディカル、データプロセス、電力、金型など、

広範囲にわたり増加しています。６月末の機械受注残高は 3,030 億円（2025 年 12 月末：2,400 億円）へ大きく増加しました。 

 

売上収益は 2,767 億円と前年同期比 21.6%増となりました。EBITDA は 278 億円で同 21.1%増、EBIT は 93 億円で 43.0%増、EBIT 率

は 3.4%(前年同期：2.9%)、親会社の所有者に帰属する EAT(当期利益)は 44 億円で同 2.1 倍となりました。売上増、値引率低減、

MRO・スペアパーツ・エンジニアリング事業の成長に加え、(株)マグネスケールや(株)サキコーポレーションなどのグループ会社

の収益増が利益増に貢献しました。営業フリーキャッシュフローは 2 億円の収入超過となりました。収益改善、前受金増が寄与

し、第１四半期の 60 億円の支出超過から第２四半期は 62 億円の収入超過に転じました。 

 

[2026 年度(1-12 月)業績予想］ 

上期の受注好調を受けて、年度の受注見通しを第１四半期に増額した 5,800 億円から 6,300 億円へ増額修正しました。受注残も

大きく増加していることから、年度の売上収益を従来の 5,650 億円から 5,800 億円(前年度比：12.6%増)へ、EBITDA を同 650 億

円から 670 億円(同 25.0%増)へ、EBIT を同 280 億円から 300 億円(同 58.1%増)へ、EAT を同 150 億円から 155 億円(同 35.5%減)へ

それぞれ増額修正しました。下半期においては、MX 機の値引率低減、限界利益効果の高い MRO・スペアパーツ・エンジニアリン

グ事業、(株)マグネスケールや(株)サキコーポレーションなどのグループ会社の収益増が利益率の改善に寄与する見込みです。 

 

[2028 年度にピーク利益(前回ピーク 2023 年度)を更新計画］ 

航空、宇宙、防衛、メディカル、電力、エネルギー産業などは中長期の設備投資計画から、2028 年に向けて工作機械需要も増加

基調をたどるものと予想しています。また、データプロセス関連産業の需要も好調に推移しています。MRO・スペアパーツ・エン

ジニアリング事業、グループ会社の貢献度も高まってきており、当社の今後の収益回復確度も高まっていると考えています。直

販、直 MRO を強固な基盤とした高付加価値製品や MRO 事業は、いずれも高い限界利益率を維持しており、売上拡大が利益増及び

利益率の改善に大きく寄与します。グループ会社の新たな生産拠点として４月にマグネスケール奈良事業所が開所したほか、秋

には長岡新工場の竣工が予定されています。長岡新工場では、(株)太陽工機のグラインディングセンタや DMG MORI Precision 

Boring(株)のボーリングマシンといった MX 機の増産を計画しており、中長期での需要増に対応していきます。2028 年度(2028 年

12 月期)には、売上収益 6,800 億円、EBIT685 億円(EBIT 率：10.1%)、EAT430 億円(EAT 率：6.3%)の達成を目指します。 

決算概要 (億円) FY2025.1H FY2026.1H Y/Y (%)  FY2025 FY2026E Y/Y (%) 従来計画 

連結受注 2,486 3,352 +34.8  5,234 6,300 +20.4 5,800 

機械本体の受注残高(各期末) 2,332 3,030   2,400 ―  ― 

売上収益 2,275 2,767 +21.6  5,150 5,800 +12.6 5,650 

EBITDA 230 278 +21.1  536 670 +25.0 650 

EBITDA 率(%) 10.1% 10.1%   10.4% 11.6%  11.5% 

EBIT 65 93 +43.0  190 300 +58.1 280 

EBIT 率(%) 2.9% 3.4%   3.7% 5.2%  5.0% 

継続事業からの EAT 21 42 +95.7  70 155 2.2 倍 150 

非継続事業からの損益 ― ―   172* ―  ― 

EAT(親会社の所有者に帰属) 21 44 2.1 倍  240 155 -35.5 150 

EAT 率(%) 0.9% 1.6%   4.7% 2.7%  2.7% 

年間１株当たり配当金 (円/株) ―    105 105  105 

*2025 年に海外貿易保険金 約 102 百万 EUR (EUR/JPY=169.0 換算で 172 億円) を受領。  
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[2026 年度上半期(1-6 月)実績] 

＜受注、受注残高の動向＞ 

上半期の連結受注額は、半期ベースで過去最高水準となりました。連結受注額は前年同期(2025 年 1-6 月)比 34.8%増の 3,352 億

円となりました。四半期ベースの連結受注額は、第１四半期(2026 年 1-3 月)の 1,554 億円(前年同期比：28.8%増)から第２四半期

(2026 年 4-6 月)には 1,798 億円(前年同期比：40.5%増)へとさらに大きく増加しました。５軸加工機、複合加工機、超音波加工機

などの MX 機の受注が好調に推移しているのに加え、高品質かつ価格競争力のある BX 機の受注金額が前年同期比 96%増と機械受

注の拡大に大きく寄与しました。機械の平均受注単価は、前年度平均の 79.6 百万円から 81.8 百万円へと上昇しました。BX 機の

受注が大きく伸びる一方、MX 機も自動化の促進、ユーロに対する円安などにより、機械の平均単価を押上げています。MRO・スペ

アパーツ・エンジニアリング事業の受注も順調に拡大し、前年同期比 23.3%増の 737 億円となりました。連結受注額に占める構成

比は 22.0%となりました。半導体製造装置を含むデータプロセス関連産業の旺盛な設備投資増加を受けて、半導体製造装置向けの

超精密計測部品を製造している(株)マグネスケール、電子部品実装工程向け自動検査装置を製造している(株)サキコーポレーシ

ョンの受注も好調に推移しています。 

 

地域別の受注は、グローバル全地域において大きく伸長しました。受注額は前年同期比で、EMEA(ドイツ含む)が 35%増、米州が 28%

増、日本が 24%増、アジアが 40%増、中国が 72%増となりました。昨年まで回復力の弱かった日本、アジアにおいてもこの上半期

の受注は大幅な増加となりました。産業別には、航空、宇宙、防衛、メディカル、データプロセス、電力、エネルギー、船舶、金

型など、自動車関連を除く広範囲な産業向けに受注が増加しました。しばらく勢いに欠けていた中小企業も、需要が非常に強い

データプロセス関連産業、宇宙、防衛分野などへシフトし始めており、それに対応した新たな設備を導入する動きも見られ始め

ています。 

 

2026 年６月末の機械受注残高は 3,030 億円と 2025 年 12 月末の 2,400 億円、2026 年３月末の 2,660 億円から大きく増加しまし

た。増産を進めていますが、受注増が予想以上のペースで推移しており、受注残が増加傾向にあります。受注残は、今下半期及び

来年度の売上収益に寄与する見込みです。 

 

＜損益及び財務動向＞ 

売上収益は、前年同期比 21.6%増の 2,767 億円となりました。上半期のユーロに対する円の平均レートは 184.5 円と前年同期の

162.2 円から 22.3 円の円安で推移しました。また、ドルに対しても円安で推移したことにより、為替による売上収益への影響額

が約 200 億円となりました。EBITDA は 278 億円で同 21.1%増、EBIT は 93 億円で同 43.0%増、EBIT 率は 3.4%(前年同期：2.9%)と

なりました。EBIT は前年同期から 28 億円増加しました。売上増で 81 億円、値引率の低減、MRO・スペアパーツ・エンジニアリン

グ事業、グループ会社の収益増に伴う粗利改善で 30 億円、合わせて 111 億円のプラス効果となりました。費用増は合わせて 83億

円となりました。MRO エンジニアの増員及び給与改定で 48 億円、償却費増で 18 億円、第 1 四半期に計上した東京大学 MX 講座へ

の一過性の寄付で 10 億円、為替差損７億円が主な内訳です。当社は、MX 機、MRO・スペアパーツ・エンジニアリング事業、(株)

マグネスケール、(株)サキコーポレーションなど限界利益率の高い事業を有していることから、売上増による利益への寄与度が

大きくなっています。親会社の所有者に帰属する EAT は 44 億円で前年同期比 2.1 倍となりました。 

 

営業フリーキャッシュフローは２億円の収入超過となりました。機械受注及び受注残高の増加により、下半期以降の売上に備え

棚卸資産が増加しましたが、これに伴うキャッシュフローの悪化は、前受金の増加でほぼ相殺されています。利益の改善、設備投

資の抑制が営業フリーキャッシュフローの収入超過をもたらしています。営業フリーキャッシュフローは、第１四半期の 60億円

の支出超過から、第 2四半期には 62 億円の収入超過と大きく改善しました。下期のさらなる収益改善により、年度での営業フリ

ーキャッシュフローを 180 億円と計画しています。 

 

2026 年６月末のバランスシート総額は 8,814 億円と 2025 年 12 月末の 8,690 億円から 124 億円増加しました。資産側では、受注

増に伴う増産対応で棚卸資産が増加している以外大きな変動はありません。負債側では、受注増により契約負債(前受金)が増加

しました。純有利子負債残高(除くハイブリッド資本)は 856 億円、Net Debt/Equity レシオは 0.24 と計画通りに推移していま

す。６月にハイブリッド資本 100 億円を調達しており、株主資本比率は 40.0%へと 2025 年 12 月末の 39.2%から若干改善しまし

た。第３四半期(7-9 月)以降、さらなる収益拡大を計画しており、有利子負債の削減を進めていきます。 
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[2026 年度(1-12 月)業績予想］ 

年度業績見通しについて、連結受注額、売上収益、各利益を第１四半期での増額水準からさらに増額修正しました。年度１株当た

り配当金は当初計画を維持しています。連結受注金額を従来予想の 5,800 億円から 6,300 億円へ増額修正しました。前年度比

20.4%増、1,000 億円強増となります。売上収益を前年度比 12.6%増の 5,800 億円(従来予想：5,650 億円)へ、EBITDA を同 25.0%増

の 670 億円(同：650 億円)へ、EBIT を同 58.1%増の 300 億円(同：280 億円)、EAT を 155 億円(同：150 億円)へ、それぞれ増額修

正しました。EAT は 2025 年度の 240 億円から今年度は 155 億円となりますが、昨年受領した海外貿易保険約 172 億円がなくなる

ことによるものです。この一過性利益を調整した継続事業からの EAT は、2025 年度の 70 億円から 2026 年度は 2.2 倍の 155 億円

となる見込みです。年度１株当たり配当金は前年度と同水準の 105 円を計画しています。 

 

工作機械の需要・受注は、期初の当社予想以上に回復の勢いを増しています。航空、メディカル、電力、エネルギー関連、データ

センター関連産業からの工作機械受注が堅調に推移する中、半導体製造装置、宇宙、防衛関連産業からの需要増が連結受注を牽

引しています。これら産業のサプライチェーンの供給能力も不足しており、今まで低迷していた中小企業の設備需要が増加し始

めていることも中長期の受注を下支えするものと予想しています。お客様の稼働率の上昇を受けて、MRO・スペアパーツ・エンジ

ニアリング事業の需要増も継続する見込みです。グループ会社の(株)マグネスケール、(株)サキコーポレーションも当面旺盛な

需要を享受できるものと予想しています。 

 

損益面では、受注拡大に伴う機械売上収益の増加に加え、MRO・スペアパーツ・エンジニアリング事業の伸長、MX 機の値引率低減

が利益改善に寄与します。また、生産台数増加による生産効率の改善効果、限界利益率の高い製品を展開するグループ会社の(株)

マグネスケール及び(株)サキコーポレーションの貢献もさらに拡大する見込みです。第３四半期以降、収益拡大により営業フリ

ーキャッシュフローも改善する見込みです。設備投資を 2025 年度以降、年間 300 億円程度に抑制しており、収益率の改善が営業

フリーキャッシュフロー改善の主要因となります。年度の営業フリーキャッシュフローを 180 億円と予想しています。営業フリ

ーキャッシュフローの改善により、年末に向けて有利子負債のさらなる削減を進めます。 

 

[中期事業計画：2028 年度にピーク利益更新計画] 

お客様のマシニングプロセス全体の効率改善を目指して、工程集約、自動化、GX、DX を直販・直 MRO 体制で提供する、MX 戦略の

基盤はすでに出来上がったものと認識しています。従来の自動車産業のような大量生産方式とは異なり、航空、宇宙、防衛、メデ

ィカル、船舶、電力、エネルギー、データセンター、半導体製造装置などのデータプロセス関連産業においては、超精密、多品種、

新素材、複雑形状の部品加工への対応が必須となっています。グローバルにオペレーター不足が顕著になる中、お客様の当社へ

のサポート依頼が増加しています。その対応として、当社ではアプリケーションエンジニアを 1,100 名、MRO エンジニア 2,200 名、

合わせて 3,300 人のエンジニアを抱え、グローバルでお客様の課題を迅速に解決する仕組みを整えています。この経営基盤をベ

ースにして、さらにお客様の生産効率向上に貢献することが重要だと考えています。当社は、特に、工作機械の中でも成長率が高

い５軸加工機、複合加工機で高いシェアを有しており、それら機械の最適な加工ノウハウ(Machining Intelligence)を蓄積して

きています。この蓄積してきた加工ノウハウをより効率的に利用して、お客様の効率改善に寄与していきます。 

 

当社を含む共同提案が、経済産業省と NEDO(国立研究開発法人 新エネルギー・産業技術総合開発機構)が実施する GENIAC*事業に

採択されました。当社は、国立研究開発法人産業技術総合研究所、グループ会社の(株)WALC、DMG MORI Digital(株)と連携し、高

精度・高信頼加工を支える生産設備データエコシステムの構築と、製造フィジカル AI に資する基盤モデルの研究開発に取り組み

ます。当該事業では、当社の製造業プラットフォーム「CELOS Xchange」を基盤に、協力企業約 100 社・約 1,000 台の生産設備か

ら、設備状態、加工工程、品質データ、周辺設備データを高頻度に収集し、約 100TB 規模の実運用データを整備します。これらの

データは匿名化・構造化・権利処理を施した上で、提供要件に基づき設備異常検知にとどまらない多目的 AI開発基盤構築を目指

します。当社は、工作機械および製造プラットフォームを提供する企業として、このような国家プロジェクトを通じ、実運用デー

タの収集から AI 活用、製造現場への実装までを一体的に推進し、日本の製造業全体の競争力強化に貢献していきます。 

*GENIAC：Generative AI Accelerator Challenge の略。経済産業省および NEDO が推進する、生成 AI の開発力強化と社会実装の

加速を目的とした取組み。基盤モデル開発に必要な計算資源、データセット、ナレッジ共有等の支援、および AI 開発事業者とユ

ーザー企業等の連携促進を通じた産業応用の拡大を目的とするもの。 
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当社のお客様である航空、宇宙、防衛、メディカル、電力、エネルギーなどの産業は、長期需要予測に基づいて設備投資計画を立

てており、これらの産業からの工作機械需要は今後 2-3 年安定的に増加するものと予想しています。また、需要の振れは比較的

大きくなりますが、データセンター、半導体製造装置関連などのデータプロセス関連の需要も増加基調にあり、工作機械の需要

を牽引する見込みです。これら産業を合わせると当社の連結受注の約 70%を占めており、今後の事業環境の拡大見通しの確度が高

まっていると認識しています。このことを踏まえ、2028 年度までの中期事業計画を発表しました。 

 

2028 年度(2028 年 12 月期)に、連結受注額 7,000 億円、売上収益 6,800 億円、EBIT685 億円(EBIT 率：10.1%)、EAT430 億円(EAT

率：6.3%)を計画しています。前回ピークだった 2023 年度の売上 5,395 億円、EBIT 554 億円を更新する計画です。MX 機、MRO・

スペアパーツ・エンジニアリング事業、主要グループ企業の限界利益率の高い製品・サービスが利益率の改善に大きく寄与しま

す。人件費、材料費はグローバルなインフレーションに応じた上昇を織り込んでいますが、より効率的なマシニングプロセスを

お客様に提供することで値引き率の低減及び価格転嫁を図り、これらのコスト増を吸収していきます。設備投資額も適切に管理

しており、償却費は当面 370 億円程度の横ばい水準で推移する見込みです。 

 

2026 年度を含む３年間の利益及び償却費などを合わせたキャッシュインフローでおよそ 2,000 億円を計画しています。一方、設

備投資、運転資金などのキャッシュアウトフローで 1,225 億円を計画しています。計画している累計営業フリーキャッシュフロ

ー775 億円程度のうち、475 億円を配当金へ、残りの 300 億円を有利子負債の返済に充当する予定です。これにより、ハイブリッ

ド資本を含む純有利子負債残高が 2025 年 12 月末の 1,904 億円から 2028 年 12 月には 1,600 億円程度にまで削減する予定です。

ハイブリッド資本を含む Net Debt/Equity 比率は、2025 年 12 月末の 0.56 から 2028 年 12 月末には 0.45 以下となる予定です。株

主資本比率は、2025 年 12 月末の 39.2%から 2028 年 12 月末には 42.0%以上への改善を目指しています。財務構造の健全化はかな

り進展すると考えています。株主資本の充実を図ると同時に、利益率の改善により、ROE(株主資本当期利益率)は 2025 年度の 6.5%

から 2028 年度には 10%以上を予想しています。 

 

株主還元については、当社は、配当を重視しています。配当政策については、配当性向 30-40%程度を目安としつつ、利益及びフ

リーキャッシュフローの水準を考慮し安定配当を維持していきたいと考えています。１株当たり配当金を、2025 年度及び 2026 年

度の 105 円に対し 2028 年度には 120 円への引き上げを計画しています。 

 

 

 

(免責事項) 

当書面には、当社の目標、計画などの将来に関する記述が含まれております。 

これらの将来に関する記述は、当社が現在入手している情報に基づく判断および仮定に基づいております。 

今後の経営方針転換、外部要因の変化により、将来的に実際の業績と大きく異なる可能性があります。 

なお、不確定性および変動可能性を有する要素は多数あり、以下のようなものが含まれます。 

 当グループが営業活動を行っている市場内における需要環境の変化 

 為替相場の変動 

 当グループが営業活動を行っている市場内における法律、規制及び政府政策の変更 

 タイムリーに新商品を開発し、市場に受け入れられるようにする当社の能力 

 当グループが営業活動を行っている市場内における政治的な不安定さ 

 独禁法や輸出管理規制等関連する法規制又はその所轄当局による運用の変更 

以上 


